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㠀ᖖにពḧⓗで࠶り、௒ᚋの発ᒎがᮇᚅされる発表で࠶

った。 
ḟに、୧研究室間でከᵝなどⅬからの㉁ၥが投ࡆかけ

られた。౛ࡤ࠼、ẚ㍑ᅜ㝿教育第三研究室のࣗࢽ࢔ࣉࣃ

ー࢔ࢽࢠ出身の␃学生からは、社会ⓗࢵࢿト࣡ーࢡの規

定要ᅉについて、ྛ ᅜのඛ行研究を集めているが、ඛ㐍

ᅜの㆟論に限られており࢚ࢡࢵࢽࢫな社会のᐇែは␗

なるのではないかとい࠺ពぢが出た。ࡲた、⌧代᪥本人

の「⌧代」とはどの᫬代をᣦすのか、どのよ࠺に定⩏す

るのかとい࠺Ⅼについてもᣦ᦬を㡬いた。୍ ᪉、教育社

会学研究室からは、㧗等教育における᪥中㐃ᦠについて、

ไᗘୖは༠ຊ関係に࠶るよ࠺にぢ࠼ても、཮᪉のᮇᚅࡸ

目ⓗに㱈㱒が生ࡌているྍ⬟ᛶࡸ、ពᅗࡎࡏしてⰋい㸭

ᝏい⤖ᯝを生ࡳ出している構㐀に╔目すると、より⯆࿡

῝いศᯒにつながるのではないかとい࠺ពぢが出され

た。このよ࠺に、本研究会では、研究内容にᑐするලయ

ⓗなຓゝだけでなࡃ、研究ᯟ⤌ࡸࡳᴫᛕ設定そのものを

ၥい┤すよ࠺な㆟論が交わされた。≉に、ᅜࡸ文໬ⓗ⫼

ᬒの␗なるཧຍ者からのᣦ᦬は、᪤Ꮡの๓ᥦを┦ᑐ໬し、

ẚ㍑研究のど㔝をᗈࡆる࠼࠺で㔜要な♧၀となった。 
2025 ᖺᗘにᐇ᪋された第 1ᅇẚ㍑教育社会学合ྠࢮ

ミは、九州大学教育学㒊、九州大学大学院教育࣒ࢸࢫࢩ

専ᨷにおいて、他研究室とのពぢ交流ࡸ教育のᅜ㝿໬を

ᅗるᣮᡓⓗなヨࡳで࠶った。第 1 ᅇでは、㧗ᰯ生による

研究発表も行われ、ᚑ᮶の研究室内ࢮミにはない㛤かれ

た学びの場がᙧ成された。さらに、ẚ㍑ᅜ㝿教育第三研

究室と教育社会学研究室の཮᪉から、研究内容だけでな

ᴫᛕ設定に関するከゅⓗな㉁ၥ・ពぢが交ࡸ研究᪉ἲࡃ

わされ、ཧຍ者にとって⮬身の研究を┦ᑐ໬するዎ機と

なった。本合ྠࢮミは、す࡭て᪥本ㄒでの発表（㉁␲ᛂ

⟅の୍㒊はⱥㄒで行われた）で࠶った。そのため、௒ᚋ

は᪥本ㄒがẕᅜㄒではない␃学生によるⱥㄒ発表ࡸ、ᅜ

㝿学会での発表をぢᤣ࠼た᪥本人学生によるⱥㄒ発表

などをྲྀりධれることで、よりᐇ㊶ⓗなᅜ㝿ⓗ研究交流

の場࡬と発ᒎさࡏていࡃことが⪃࠼られる。教育のᅜ㝿

໬をぢᤣ࠼た合ྠࢮミのᅾり᪉を㏣ồしていࡁたい。 
 

（文責㸸ಟኈ 1 ᖺ ᕷ୸⥤⏤Ⳁ）

 

2025 ᖺᗘ論文ຮᙉ会 
 
 
              

2025ᖺᗘ、ᮌᮧ研究室では、2ᅇの論文ຮᙉ会、Book 
Talk と⤫計ຮᙉ会を行った。論文ຮᙉ会とは、ᮌᮧ研

究室に所属する学㒊生ࡸ院生が⮬主ⓗに㐠Ⴀし、主に社

会学に関する文⊩について㆟論する場で࠶る。௒ᖺᗘは、

ఏ⤫ⓗな論文ຮᙉ会にຍ࠼、⤫計ຮᙉ会の᚟άと、Book 
Talkとい࠺᪂しいຮᙉ会᪉ᘧをヨࡳた。 
論文ຮᙉ会は、ᮌᮧඛ生の᥎⸀する文⊩をཧ↷しなが

ら、研究室の学生の関ᚰࡸ研究ࢸー࣐に㏆しいものをࢮ

ミ㛗、ࡲたはࢮミ生が㑅ࡪ。論文ຮᙉ会ᙜ᪥ࡲでに、㆟

論するのに༑ศな࣓ࣞࣗࢪをཧຍ者඲員がᣢཧし、それ

にᇶ࡙いて㆟論を㐍めるᙧᘧで行࠺。ࣞ のస成に࣓ࣗࢪ

関しては、๓ᖺᗘよりᣲࡆられた3つのどⅬ「論文の㦵

論文のㄢ㢟、研究」、「ศᯒ⤖ᯝとゎ㔘のᩚ合ᛶ」、「ࡳ⤌

 。トࣝ、⤖論のᩚ合ᛶ」をព㆑した࢖ࢱ
 
࠙論文ຮᙉ会  ࠚ
第 1 ᅇ 2025 ᖺ 5 ᭶ 23᪥(㔠) 
ྲྀりୖࡆた論文㸸 
・ᑠᯘඖẼ, 2024, 「ᆅ᪉බ❧㧗ᰯ࡬のᅜ㝿࢔ࣞࣟ࢝ࣂ 

ᑟධ㐣⛬におけるⴱ⸨の論⌮」ࠗ 教育社会学研究  ࠘
115, pp.27-47. 

・Ⲩ∾ⲡᖹ, 2022, 「᪥本社会における学Ṕ෌生⏘とࣈ 
 ーの社会学⌮論―文໬資本ᣦᶆ・ཷ㦂⏺・教ࣗࢹࣝ
育ⓗᆅ఩ᚿྥ―」ࠗ 教育社会学研究 1࠘10, pp. 47-67. 

 
第2 ᅇ 2025ᖺ6᭶6᪥(㔠) 
ྲྀりୖࡆた投稿ண定論文㸸 
・㝕内未᮶「᪥本ㄒのおけるゝㄒࢥーࢻの構㐀と社会関 

係資本―1��/LQのᆅ఩᝿㉳ἲ࡬のࣃࢫーࢫ主成ศ 
ศᯒの㐺⏝―」 

・ᮌᮧᣅஓ「ࢫࢸトᢏ⾡のᅛ᭷ᛶがもたらすຠ⏝と限⏺ 
㸫ࢫࢸトᢏ⾡の発ᒎは教育のఱにᐤ୚するのか㸽

㸫」 
 
࠙⤫計ຮᙉ会  ࠚ
第 1 ᅇ 2025 ᖺ 6 ᭶ 13᪥(㔠) 
第 2 ᅇ 2025 ᖺ 7 ᭶ 4 ᪥(㔠) 
౑⏝教ᮦ㸸 
・ᮧ஭⣧୍㑻ⴭ, 2013,ࠗ はࡌめてのR㸫ึࡃࡈṌの᧯స 

から⤫計ゎᯒのᑟධࡲで㸫࠘໭大㊰᭩ᡣ. 
 
࠙Book Talk  ࠚ
2025 ᖺ10᭶24᪥(㔠) 
ྲྀりୖࡆた᭩⡠㸸 
・㇏Ọ⪔ᖹ, 2023 ,ࠗ学Ṕ⋓ᚓの୙ᖹ等㸸ぶᏊの㐍㊰㑅

ᢥと社会㝵ᒙ࠘ວⲡ᭩ᡣ.（ᗎ❶㸩ዲࡁな❶） 
 

2025 ᖺ12᭶5᪥(㔠) 
ྲྀりୖࡆた᭩⡠㸸 
・ࠗ 教育者社会学研究࠘第116 集2025 
 
࠙⮬主⤫計ຮᙉ会  ࠚ
౑⏝教ᮦ㸸 
8 ᭶㹼11᭶（㝸㐌Ỉ᭙） 
・༡㢼原ᮅ࿴（2014）ࠗ ᚰ⌮学⤫計のᇶ♏ ⤫合ⓗ⌮ゎ

のために࠘᭷ᩫ㛶ࣝ࢔ .࣐ 
 
1 ᭶7᪥(Ỉ) 
・ⱉ㇂Ṋᙪ（2000）「学⩦᫬間の研究㸫ດຊの୙ᖹ等と

࣓ࣜトࢩࣛࢡー㸫」ࠗ 教育社会学研究࠘第 66 集, 
pp.213-230. 
 

1 ᭶14᪥(Ỉ) 
・⬌中Ꮧᚨ, 2017,「中学生の生ά᫬間と社会㝵ᒙ」ࠗ 教

育社会学研究࠘第100集, pp.245-264. 
 
論文ຮᙉ会に関して、第2ᅇでは஧人の投稿ண定論文

をㄞࡳ、ྛ 論文の࢜ࣜࢪナࣜ࢕ࢸと⮬ᕫの研究࡬の⪃ᐹ、

㉁ၥしたいことを࣓ࣞࣗࢪにࡲとめた。࢜ ࢕ࢸナࣜࢪࣜ

としては、「どのඛ行研究を、どのよ࠺に஌り㉺࠼よ࠺

としているのか」とい࠺㆟論に↔Ⅼがᙜてられた。その

㝿、論文投稿に࠶たっては、ඛ行研究の㑅定がᴟめて㔜

要で、研究のព⩏をឤࡌさࡏるࢫトーࣜーᙧ成の㔜要ᛶ

がᙉㄪされた。ࡲた、ᐇ㝿に論文を᭩いたⴭ者࡬┤᥋㉁

ၥでࡁる機会は㠀ᖖに㈗㔜で࠶った。どのよ࠺にࢹーࢱ

をྲྀᚓしたのか、どのよ࠺な⤒⦋で研究ᡭἲを㑅ᢥした

のかなど、ᬑẁの論文ຮᙉ会では⪺ࡃことのでࡁない論

文の⿬ഃをなࡃことがでࡁた。 

論文勉強会（2025 年度）
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⤫計ຮᙉ会に関して、୍ 人では⥅⥆が㞴しいといわれ

る R にᣮᡓし、ཧຍ者ྠኈで㆟論しながら学⩦を㐍め

ることで、⤫計にᑐするពḧを㧗めることを目ⓗとして

ጞめた。඲員でྠࡌ本をᇶ♏から学ࡪᙧᘧをとったこと

にで、㔞ⓗ研究にⱞᡭព㆑をᣢつ学㒊生も、ᐇ㝿に R
を᧯సしながらศᯒᡭἲの流れࢹࡸーࢱฎ⌮の㐣⛬を

ලయⓗに⌮ゎすることがでࡁた。ࡲた、࢚ ࣛーࡸ␲ၥⅬ

はAI に⪺ࡁながらゎỴしていࡃとい࠺᪉ἲをඹ᭷した

ことで、ຮᙉ᫬間እでもྛ⮬でヨ行㘒ㄗしながら学⩦を

⥅⥆でࡁるᇶ┙がでࡁたことは成ᯝで࠶る。ᚑ᮶は、そ

こで学⩦がṆࡲってし࠺ࡲこともከかったが、AI を⿵

ຓⓗに⏝いることで、⮬ศで原ᅉを᥈りながらಟṇして

いࡃጼໃが育ࡲれた。୍ ᪉で、⤫計ຮᙉ会のㄢ㢟Ⅼとし

て、㛤催の間㝸が✵いてし࠺ࡲことで⥅⥆ⓗな学⩦ࣜࢬ

࣒を⥔ᣢしにࡃいこと、ཧຍ者ࡈとに⌮ゎᗘࡸ㐍ᗘが␗

なり、ಶ人సᴗに⛣行してし࠺ࡲこと、ᑐ㠃と࢜ࣥࣛ࢖

ࣥをే⏝した㝿に㆟論ࡸඹ᭷が㞴しࡃなることなどが

ᣲࡆられた。そのため、ṧりの❶はྛ⮬で学⩦を㐍める

ᙧに⛣行し、ᚋᮇからは、Book Talk࡬の୍本໬と、⮬

主⤫計ຮᙉ会࡬のᘬ⥅ࡂをᐇ᪋した。 
Book Talkは、論文ではなࡃᣦ定の本の中のዲࡁなಶ

所をྛࠎㄞࡳ、そこでᚓた学びをඹ᭷するᙧᘧでᐇ᪋し

た。第1ᅇの᭩⡠は、㇏Ọ⪔ᖹ, 2023 ,ࠗ学Ṕ⋓ᚓの୙

ᖹ等㸸ぶᏊの㐍㊰㑅ᢥと社会㝵ᒙ ວ࠘ⲡ᭩ᡣで࠶る。本

᭩は、2024 ஦ᴗᖺᗘ᪥本教育社会学会第 11 ᅇዡບ㈹

（ⴭ᭩の㒊）を⋓ᚓしており、学Ṕの⋓ᚓに୙ᖹ等が生

か、㧗ᰯ生とそのẕぶをᑐ㇟とした㉁ၥ⣬ࡐるのはなࡌ

ㄪ査とࣗࣅࢱࣥ࢖ーㄪ査により᫂らかにした᭩⡠で࠶

る。ᗎ❶をᚲㄞとし、それ௨㝆の❶はዲࡁなಶ所をㄞむ

よ࠺にᣦ定した。ᗎ❶の構成に関して、ඛ行研究で㏙࡭

られたことがศᯒのどⅬでも཯᚟されており、୍ ㈏ᛶが

ឤࡌられる୍᪉で、ඛ行研究にワめ㎸ࡳすࡂている༳㇟

が࠶りわかりにࡃいとい࠺ពぢが出た。学Ṕ社会論とい

ࣟࣉ࢔㔞・㉁୧᪉の࠺ー࣐をΰ合研究ἲといࢸ大な⭾࠺

ーࢳで᫂らかにしよ࠺としているため、す࡭ての❶の๓

ᥦとなるᗎ❶に᝟ሗが集⣙されたと⪃࠼られる。他᪉、

論文を投稿する㝿は、限られたᯛᩘでఱを᫂らかにした

のかを᫂☜にするため、༤論のᗎ❶ࡸ᭩⡠のᗎ❶とは␗

なる論⌮ᒎ㛤の構㐀が␗なると⪃࠼られた。 
⮬主⤫計ຮᙉ会では、ᕼᮃ者のࡳ㝸㐌Ỉ᭙に、༡㢼原

ᮅ࿴（2014）ࠗ ᚰ⌮学⤫計のᇶ♏ ⤫合ⓗ⌮ゎのために࠘

᭷ᩫ㛶࣐ࣝ࢔のヱᙜ⟠所をㄞࡳ、⤫計⌮ゎを῝めた。そ

れによって、⤫計ᡭἲをࡤらࡤらのබᘧとしてぬ࠼るの

ではなࡃ、┦関・ᅇᖐ・ศᩓศᯒ・ᅉᏊศᯒなどをඹ㏻

の⥺ᙧࣔࣝࢹとして⤫合ⓗに⌮ゎするのにᙺ❧った。ᩘ

ᘧㄝ᫂がẚ㍑ⓗከࡃ、ึ 学者にとってはࡸࡸᢳ㇟ⓗで㞴

ゎ࠶ったため、ຮᙉ会ᙜ᪥は␲ၥⅬのゎᾘࡸ、ᐇ㝿のお

⏝౛、他のゎㄝのඹ᭷を行った。本㸯෉を㸯࿘したが、

それのࡳです࡭てを⌮ゎするのはᅔ㞴で࠶るため、ᐇ㝿

にศᯒを行࠺㝿この本に❧ࡕᡠって研究の⌮ゎを῝め

ていࡁたい。⮬主⤫計ຮᙉ会のᚋ༙では、計㔞ศᯒを⏝

いた論文の中からྛ⮬が関ᚰをᣢったもの୍つྲྀりୖ

その内容について㆟論を行った。第㸯ᅇは、㧗ᗘで、ࡆ

」㞧な⤫計ᡭἲを⏝いなࡃとも、研究ㄢ㢟の設定ࡸ論⌮

ᒎ㛤によって༑ศにព⩏࠶る研究が成❧していること

を☜ㄆした。⤫計ᡭἲに関しては、ᒙ໬ከẁᢳ出による

ᢳ出ἲの⌮ゎࡸ⌧ᅾこの研究をするとすれࡤどの⤫計

ᡭἲが㐺ษかなどをヰし合った。第㸰ᅇでは、㸯ᅇ目で

ᢅった論文をඛ行研究としてᘬ⏝している別の論文を

ྲྀりୖࡆ、 
ඛ行研究のどのⅬを⥅ᢎし、どのⅬを஌り㉺࠼たと主ᙇ

しているのかにὀ目して検討した。この研究によってఱ

が᫂らかになったのか、社会にどのよ࠺なᙳ㡪を୚࠼る

のかをよりヲ細にヰし合࠺ことがでࡁた。 
 ⥲ᣓすると、2025 ᖺᗘは⤫計ຮᙉ会を᚟άさࡏ、計

㔞ศᯒにᑐする⌮ゎを῝めた୍ᖺで࠶ったとい࠼る。⤫

計ᡭἲそのものの学⩦だけでなࡃ、計㔞ศᯒを⏝いた論

文のㄞゎࡸ㆟論を㏻して、研究におけるศᯒの఩⨨࡙け

ඛ行研究との関係ᛶについても⌮ゎを῝めることがࡸ

でࡁた。୍ ᪉で、᮶ᖺᗘ࡬のㄢ㢟として、ຮᙉ会の準ഛ

㆟論に᫬間を要することで、⮬らの研究がᚋᅇしになࡸ

る場㠃が࠶ったほか、ᐇ㊶ⓗなศᯒᡭἲについては᭱⤊

ⓗにྛ⮬でᨵめてㄪ࡭┤しながら㐍めるᚲ要が࠶った。

る。そ࠶ったのもㄢ㢟Ⅼでࡲた、ཧຍ者が限られてしࡲ

のため、᮶ᖺᗘからは、᭱ ึから㛤かれた環境の⤫計ຮ

ᙉ会を設計し、文⊩をㄞむだけでなࡃ、ᐇ㝿にࢹーࢱを

⏝いてศᯒを行いながら⌮ゎを῝めることがᚲ要で࠶

る。R SPSSなどを⏝いたᐇ㊶ⓗな₇⩦を㏻して、ศࡸ

ᯒᡭἲの㐺⏝᮲௳ࡸ⤖ᯝのゎ㔘ࡲで含めて⩦ᚓし、研究

にά⏝でࡁるᐇ㊶ⓗ▱㆑を身につけていࡁたい。 
 

（文責㸸ಟኈ 1 ᖺ ᕷ୸⥤⏤Ⳁ） 
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